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	なお、本研究は遺伝子治療研究や臨床介入研究は含まない。
	C.　研究結果
	MHC-Iを発現しないb2mP-/-P; Ivl-mOVAマウスでは、移入18時間後のクローン除去が起こらなかった。クローン除去は、移入した骨髄のMHC-I発現には依存しなかった。
	D．考察
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	Ivl-mOVAマウスに移入したOVA特異的CD8陽性T細胞は、移入後18時間で激減する。その機序は末梢性クローン除去と考えられる。SJS／TENにおいても同様の現象が存在するかは検討の余地がある。
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